
「ふげん」 ・ 「もんじゅ」 で進める廃止措置を新たな価値を創り出す “はじまり” とするため、 安全を最
優先に、廃止措置を通じて得られた技術や知見を “原子力のサステナブルな未来”へつなげていきます。

廃止措置からつなぐ原子力の未来

敦賀廃止措置実証部門

安全かつ合理的な 
廃炉技術の確立

廃止措置計画の
第２段階を開始

2008～2017
重水系・ヘリウム系等の
汚染の除去期間

2030～2038
原子炉本体解体
撤去期間

2039～2040
建屋解体

2018～2022
第１段階
燃料体取出し期間

2032～
第３段階
廃止措置期間

日本初の大型水炉の廃止措置先行例とし
て、 他の原子力発電所でも活用可能な、 安
全かつ合理的な廃炉技術の確立

○

現在、 原子炉建屋内で冷却系配管や大型
機器等の解体撤去を着実に推進

○

解体等で発生したクリアランス金属を再利用し
た製作物を、県内各所に設置 ・ 展示

○

第１段階の燃料体取出しが 2022 年度に完
了し、2023 年度から第２段階に移行

○

現在、 しゃへい体等の取出しや、 水 ・ 蒸気系
発電設備の解体等を実施。今後ナトリウムを
英国へ搬出する計画

○

日本初のナトリウム炉の解体で得られる知見を
「解体しやすい＝経済的な次世代炉の設計」
に着実に反映

○

新型転換炉原型炉ふげん
 (2008 年 2 月 廃止措置開始 )

高速増殖原型炉もんじゅ
 (2018 年 3 月 廃止措置開始 )

ふ げ ん

も ん じ ゅ

廃止措置の工程

制御棒駆動装置ケーシングの解体 制御棒駆動装置の分解

サイクルスタンド
（福井県年縞博物館）ボートを模った照明灯

（敦賀工業高校）

[クリアランス金属を再利用]

[原子炉建屋内の機器等の解体撤去]

[原子炉解体に向けた水中レーザ切断試験] [水・蒸気系発電設備の解体等]

高圧給水加熱器（解体前）

高圧給水加熱器（解体中）

給水加熱器廻り配管切断

[もんじゅナトリウムの搬出計画]

英国処理に係る枠組みの
契約締結（2023 年４月）

2023

2023

2018～2029
原子炉周辺設備解体撤去期間

2023～2031　
第２段階　解体準備期間

～2047
第４段階
廃止措置期間Ⅱ


